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午後２時００分開会 

 

【会  長】ただいまより令和４年度第６回新宿区情報公開・個人情報保護審議会を開会いた

します。 

 議事に入る前に、本日の資料について、事務局から確認をお願いいたします。 

【区政情報課長】皆様、本日もよろしくお願いいたします。 

 今回の議事につきましては、資料１８及び資料１９の２件となります。各案件の説明時にそ

れぞれ使用する資料をご確認いただければと存じます。 

 事務局からは以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

【会  長】それでは、議題に入り、審議を進めてまいります。説明される方は資料を読み上

げるだけではなく、資料の要点を説明していただいて、必要に応じて補足を加えるようにお願

いいたします。 

それでは、資料１８「東京共同電子申請・届出サービスの利用に係る外部結合等について

（手続の追加）」であります。説明される方は、資料を確認の上、ご説明ください。 

【行政管理課長】行政管理課長でございます。まず、資料の確認をさせていただきます。資料

１８につきましては、Ａ４縦の両面で５枚つづりのものとしております。続きまして、資料１

８－１「追加手続及び情報項目」Ａ４横１枚の資料となってございます。続きまして、資料１

８－２、個人情報の流れ、Ａ４横、カラー版１枚の資料になっております。最後に、参考資料

１８－１「各手続の概要」、Ａ４横の１枚の資料でございます。以上が配付資料でございます

が、過不足等ございますでしょうか。 

それでは、説明に入らせていただきます。まず、資料１８の２ページをご覧いただければと

思います。１の概要でございますが、新宿区では、平成１６年度から東京都及び都内区市町村

で構成されます東京電子自治体共同運営協議会が提供いたします「東京共同電子申請・届出サ

ービス」を活用いたしまして、住民票の写しの交付請求や、乳幼児・子ども医療証の申請など

の手続につきまして、オンラインで受け付けてございます。なお、こちらにつきましては、平

成１６年度の本審議会で承認いただきまして、以後、手続の追加をその都度、本審議会に諮問

いたしまして、承認・了承いただいているところでございます。このたび、新たに資料１８－

１に記載がございます３手続を追加することで、さらなる区民の利便性の向上を図りたいとい

うものでございます。 

続いて２の本審議会への付議内容でございますが、１つ目といたしましては、外部結合でご
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ざいます。既に、外部結合を行っております「東京共同電子申請・届出サービス」におきまし

て、手続の追加を行います。２つ目といたしましては、システム改修の業務委託でございます。

こちらの業務委託する付議の内容につきましては、資料１８－１でご説明させていただきます

ので、資料１８－１をご用意いただければと思います。こちらの資料では、今回追加させてい

ただきたい３手続の手続名、担当課、取扱う個人情報項目を記載させていただいております。

１つ目が「新宿区自治基本条例検証会議に関する申込み及びアンケート」、２つ目は「新宿子

育てメッセ実行委員会会員登録及び出展申込」、３つ目が「働く人のストレスマネジメントに

関する講演会申込み及びアンケート」、こちら３つの手続になっております。 

続いて、参考資料１８－１をご覧いただければと思います。こちらにつきましては、追加手

続に関する各手続のこの事業の概要を記載させていただいております。こちらの手続につきま

して、電子申請で受付できるようにするといった内容でございます。 

それでは、説明資料にお戻りいただきまして、３ページ目をご覧いただければと思います。

外部結合についてでございます。登録業務の名称、追加される情報項目につきましては、追加

手続、先ほどご説明しました資料１８－１のとおりとなっております。結合の相手方、結合す

る理由、結合の形態については、記載のとおりでございます。結合の開始時期と期間につきま

しては、令和４年１１月２５日以降でございます。 

続きまして、情報保護対策の運用上の対策といたしましては、東京電子自治体共同運営協議

会策定の情報セキュリティポリシー、また、区の個人情報保護条例及び区の情報セキュリティ

ポリシーを遵守いたします。 

システム上の対策につきましては、行政専用のＬＧＷＡＮ回線を利用いたしまして、特定相

手以外との通信を不可とするといったことでございますが、個人情報の流れと併せまして、資

料１８－２、カラー版のＡ４横の資料でご説明させていただきますので、１８－２をご覧いた

だければと思います。 

まず①ですが、申請者がパソコンやスマートフォンを用いまして、インターネット回線を通

じまして、専用サイトから申請をするといった形になっております。申請いたしましたら、そ

の情報が運用受託事業者であります富士通株式会社のサーバに入りまして、右側の緑色の②の

ところですが、こちらのデータがＬＧＷＡＮ回線を通じまして、区のイントラネットパソコン

に申請到達メールの通知といった形でデータが届くといった形となっております。その後、青

色の矢印の③のところですが、区で申請内容を確認いたしまして、受付処理をいたします。そ

の内容が左側の緑色の④のところですが、運用受託事業者のサーバを通じまして、申請者のパ
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ソコンまたはスマートフォンに、申請受付完了のメールが通知される流れとなっております。

また、⑤右側の右下にあります長い薄い青色の矢印のところですが、申請者の申請情報につき

ましては、区がＬＧＷＡＮ回線を通じまして、情報をダウンロードいたします。最後に⑥、⑦

のところですが、申請者情報を管理するといった流れとなってございます。個人情報の流れは、

以上となっておりますが、黄色の枠の中に記載しているとおり、それぞれのところでセキュリ

ティ対策を講じているといったところでございます。こちらの個人情報保護の対策の説明につ

きましては以上でございます。 

説明資料にお戻りいただきまして、５ページをご覧いただければと思います。業務委託につ

いてでございます。登録業務の名称につきましては、先ほどご説明しました資料１８－１のと

おりでございます。また、委託先につきましては、富士通株式会社でございます。次の、委託

に伴い事業者に処理させる情報項目につきましては、資料１８－１のとおりでございます。委

託理由、委託の内容につきましては、記載のとおりでございまして、委託の開始時期につきま

しては、令和４年１１月２５日から令和５年３月３１日までとなっておりますが、次年度以降

も同様の業務委託を行います。 

続いて、委託に当たり区が行う情報保護対策につきまして、各運用上の対策につきましては、

東京電子自治体共同運営協議会策定の情報セキュリティポリシー、また、区の個人情報保護条

例、及び区の情報セキュリティポリシーを遵守するとともに、契約に当たりまして、特記事項

を付すといったところでございます。 

続いてのシステム上の対策につきましては、外部委託のところでお話しした内容と同様とな

っておりますので、割愛させていただきます。 

続いて、６ページをご覧いただければと思います。６ページの受託事業者に行わせる個人情

報保護対策につきましても、内容的には外部委託と同様の内容となっておりますので、説明は

割愛させていただきます。 

説明につきましては、雑駁ではございますが、以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

【会  長】それでは、ご質問かご意見のある方どうぞ。 

【伊藤委員】１点伺いたいのが、資料１８－２の新宿区の黄色い吹き出しにある係専用フォル

ダというのがどういうものかというのを伺えればと。これ係ということなので、申請業務に関

わったフォルダかとは思うのですけれども、ログについては職員１人１人とれるような仕組み

になっているのか、それとも係ごとのログがとれるようになっているのかというところ。あと、
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パスワードの設定と書いてありますが、これは係専用フォルダにもかかっているのか、それと

も、このエクセルファイルにかかっているのか。このあたりもうちょっと詳しく説明をお願い

します。 

【情報システム課長】最初の、フォルダへのアクセスですが、緊急時につきましては、各職員

にいくような形をとっております。ＣＳＶ、今はパスワードやそういったものはかけておりま

せんで、フォルダにアクセスするところで安全性を確保するという形でやっております。ログ

については、それぞれの職員で確認がとれるようにしております。 

【伊藤委員】分かりました。ありがとうございます。エクセルが、保護されているかどうかと

いうぐらいかなと思うのですけれども、情報が流出するところ。このあたりについてはどのよ

うに問題を確認されているのですか。 

【情報システム課長】エクセルにつきましては、まず各所属でデータの保存をしましたら、削

除していただくという形をとっておりますが、一方で、一定の期間がたちましたら、自動的に

削除するような方式もとっております。そういった形で併用しているというような状況です。 

【伊藤委員】分かりました。ある程度の期間をとる場合というのは、事業の性質上、期間をと

らないといけないものに関しては、そういった方針をとっているのでしょうか。 

【情報システム課長】基本的には、各所属でデータを落とし込んだらすぐ削除するというのが

原則になりますので、そのようにお願いをしているところです。 

【伊藤委員】分かりました。ありがとうございます。これで多分最後になると思いますが、落

とし込む内容について気になったのですけれども、エクセルに落とした後に、さらに何か、ど

こかに落とし込むという、そういう場合もあるということなのですか。エクセルで最後という

ことではないのでしょうか。 

【情報システム課長】各所属の処理によって様々あろうかと思いますので、エクセルで落とし

込んで終了する場面もありますし、その後の作業でまた別途使うこともあろうかと思いますの

で、それは所属ごとに違っているというような認識です。 

【伊藤委員】分かりました。そうすると、エクセルの後については、どういうふうに管理する

かというところも、ここには書いていないので若干気になったのですけれども、そのあたりと

いうのはどこかの部署、各担当部署で処理の仕方はどうなっているのですか。 

【情報システム課長】こちらにつきましては、通常は、今回は電子申請サービスということで

の個人情報の扱いになっておりますが、それぞれ個人情報、別の一般的な業務の中でも使用し

ておりますので、そちらの基準に従って処理をしていると理解しております。 
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【伊藤委員】分かりました。ありがとうございます。このエクセルまでしっかり削除いただい

て、その後のことが、ちょっとここには書いていない個別にいろいろな対応がある、そこは若

干、分からない部分もあるので、そこまでしっかり削除いただくということをお願いして、以

上にしたいと思います。 

【会  長】ほかにご質問かご意見ございますか。 

【松井委員】資料１８－１の表についてお尋ねなのですが、１番の手続で取扱う個人情報項目

に列挙がありまして、最後に「職業等」とあるのですが、「等」の中には具体的にはどんな個

人情報項目が含まれるのでしょうか。 

【企画政策課長】こちらの職業等の「等」ですけれども、学生さんもいらっしゃいますし、職

業自体をお持ちでない方もいらっしゃるわけなので、無作為抽出で皆さんにお知らせをして、

報告の承認をいただきますので、「職業等」とさせていただいているところでございます。 

【会  長】これ、職業、関連事項というのですか。それとも、ここに幾つか挙がっている以

外にも、ほかにも幾つもあるよという意味なのですか。どういう、「等」という言葉は何にか

かっているのですか。 

【企画政策課長】こちらで、アンケートでお聞きする内容にはなるのですけれども、例えば、

丸をつけていただく際に、公務員・会社員ですとか、パート・アルバイトですとか、自営業・

専業主婦・学生・無職・その他、そういったような項目を記載していただきたいのがあります。 

【会  長】要するに、職業のない人の区分もここにあるという、だから職業関連の事項なん

だ。これ「職業等」というのが１つですよね。そうですね。分かりました。 

【松井委員】分かりました。ありがとうございます。 

【会  長】ほかにご質問かご意見ありますでしょうか。 

【木もと委員】これに関しましては、追加事項であるので、今後もどんどんいろいろな形で、

いろいろなものが増えていくのかなと思います。その上で、資料１８－２、先ほどのご答弁の

中にも「冗長」という言葉もありましたが、サーバの冗長化という文言をこれまでのところで

私が見落としていたのかもしれないのですけれども、ありまして、この冗長化というものがど

ういうことか、バックアップとの違いを教えていただければと思います。 

【情報システム課長】冗長化については、資料１８－２、右上の黄色の塗りつぶしの枠の中で、

下から２番目をご覧ください。「サーバ冗長化」ということで、記載しております。サーバの

冗長化につきましては、区のイントラネットパソコンのデータセンターにサーバがございまし

て、東日本をメインに使っているのですが、西日本にもサーバを置いております。災害時、ど
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ちらかに何かあったときに、もう一方のサーバで対応できるように状態しております。バック

アップは、期間を決めて定期的にデータをコピーして保存することを言います。 

【木もと委員】分かりました。この中に、左右の両方に「サーバ冗長化」「バックアップ」と

２つのところに書かれているので、今、バックアップと冗長化の違いというのがどういうこと

なのかなというのを知りたかったので、大体イメージは分かりました。あまり聞き慣れないと

いう言葉でもあったので、その意味合い、もうちょっと詳しく説明していただけるかなと思っ

たのですけれども、例えば、震災であったり、そういうことがあったときにでもしっかり稼働

していけるような、そういった体制が備えられている、そのような理解でよろしいでしょうか。 

【情報システム課長】そのとおりでして、冗長化、耳慣れない言葉だと思いますが、予備と考

えていただければよろしいかと思います。同じ内容のものを機械として設置しておりまして、

通常使っているものについて何かあったときに、その予備のものを稼働させられるようにして

おくといったもので、冗長化ということで呼んでおりまして、そちらのほうを備えているとご

理解いただければと思います。 

【木もと委員】分かりました。先ほどご説明の中で東日本、西日本みたいな話がありましたけ

れども、サーバ等々について震災等があっても継続してできる体制が整っているということで

理解しました。ありがとうございました。 

【会  長】ほかにご質問かご意見等ございますでしょうか。それでは、特別ご意見ないよう

でしたら、外部結合は諮問事項ですので、承認。業務委託については報告事項ですので、了承

ということで、よろしゅうございますか。本件は承認と了承ということで決定いたします。 

 次は、資料１９「マイナポイント申請支援業務の委託について」であります。説明される方

は資料を確認の上、ご説明ください。 

【特命担当副参事】まず、資料の確認をさせていただきます。資料１９、１ページ目が「情報

公開・個人情報保護審議会諮問・報告事項」になりまして、２ページ目が「事業の概要」、３

ページ目が「別紙（業務委託）」。４ページ目からは「特記事項」がございまして、５ページも

特記事項というところになります。そして、最後にＡ４の図が描いてございます、資料１９－

１でございます。皆様、過不足ないでしょうか。よろしいでしょうか。 

では、説明を簡単にさせていただきます。件名は、「マイナポイント申請支援業務の委託に

ついて」でございます。 

次のページをおめくりいただきまして、２ページから説明をさせていただきます。事業名で

ございますが、マイナポイント申請支援業務委託でございます。業務の事業内容をご覧くださ
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い。１の事業概要でございます。まず、現在、区では、本庁舎にマイナポイントの申請支援員

を配置するとともに、本庁舎及び地域センターにマイナポータル専用端末を設置しており、来

庁された区民へのマイナポイントの申請支援を行っているという状況でございます。また、区

マイナポイントコールセンターを区役所本庁舎１階に設置し、問合せにも対応しているという

状況でございます。 

現在、マイナポイントの申請の増加が見込まれることから、区民の申請機会の拡充ですとか、

利便性の向上を図るために、各地域センターに申請支援員を派遣いたしまして、出張型の申請

支援を新たに業務委託で実施いたします。その際に個人情報の取扱いがあるということで、今

回付議をさせていただきました。 

２の委託の概要をご覧ください。（１）の委託の内容でございます。①のところの下をご覧

ください。マイナポータル専用端末の操作説明と、マイナポイントの制度の説明につきまして

は、これは現在本庁舎で行っている業務でございます。これを新たに地域センターにも展開を

するというような流れになります。そして、②をご覧ください。コールセンターの業務でござ

います。一番上のマイナポイントの申請の方法及び制度の案内と、マイナポイント全般に関す

る問合せについては現在も行っているという状況でございます。出張型の支援に併せて、この

コールセンターで予約を受け付けるという関係から、３番目にあります各地域センターにおけ

るマイナポイント出張申請支援の予約受付という業務が新たに個人情報業務として発生すると

いうような状況でございます。そして（２）をご覧ください。実施の期間でございます。令和

４年１２月１９日から令和５年２月２８日までを想定しております。そして、（３）をご覧く

ださい。想定人数でございますけれども、約６００人、各地域センターで約６０人を受け付け

るという状況でございます。 

そして、個人情報の流れを説明させていただきたいと思います。資料１９－１をご覧くださ

い。まず、左側が赤色のところ、利用者になります。そして、右側に新宿区というような絵が

描かれております。まず、利用者が①のところ、出張支援を受ける予約申請を新宿区のコール

センターに電話をいたします。そして、コールセンターでは、予約日時の確認や受付を電話で

いたしまして、予約者の氏名、電話番号、予約日時を確認いたします。そして、確認がとれま

したら、受付番号を本人に報告、お知らせをするというような状況です。そして、これで予約

が一旦完了いたします。 

一方で、新宿区の本庁舎では、下の記載のところ、窓口支援業務ということで、現在、支援

の業務をしております。これを地域センターで行うというような流れになりまして、真ん中の
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オレンジ色のところ、③で予約した方が地域センターを訪問いたしまして、④で地域センター

に派遣された支援員に予約受付番号をおっしゃっていただいて、本人であることを照合いたし

まして、⑤で支援を開始するというような流れになります。この資料１９－１の説明について

は以上になります。 

続いて、３ページにお戻りいただけますでしょうか。マイナポイント申請支援業務の委託に

ついてというところでございます。まず、委託先でございます。りらいあコミュニケーション

ズ株式会社という事業者でございます。この事業者は戸籍住民課が実施しているマイナンバー

カードの交付の事業も請け負っております。また、プライバシーマークも取得しておりまして、

豊富な経験や知識を有していると考えております。そして、個人情報の項目でございますけれ

ども、予約者の氏名、電話番号、予約の日時を取得いたします。そして、どのように管理する

かというところでございますけれども、紙媒体で管理をしていきたいと考えてございます。 

委託の理由でございます。先ほど申し上げた内容でございます。当該委託事業者は、マイナ

ポイント事業における豊富な経験や知識を有しております。各地域センターにおける出張型の

申請支援及び予約受付業務を同一の事業者に委託することにより、効率的に事業を実施するこ

とができるとともに、予約に応じた円滑な体制整備が可能であることから、当該事業者に委託

するというようなものになります。委託の内容については、２ページで説明させていただきま

したので、省略をさせていただきます。 

委託の開始時期及び期限でございます。令和４年１２月９日から令和５年２月２８日までと

決定しております。委託に当たり、区が行う個人情報保護対策でございますけれども、契約の

変更に当たり、別紙の「特記事項」を付すとともに、新宿区情報セキュリティポリシー及び新

宿区個人情報保護条例の遵守義務について明記をいたします。また、取扱責任者及び取扱者を

あらかじめ指定いたしまして、区へ報告することを義務づけます。そして３、個人情報を記録

した紙媒体につきましては、業務委託終了後、区に返却をさせる予定でございます。 

最後に、運用上の対策でございますけれども、３をご覧ください。紙媒体の個人情報につき

ましては、施錠できる金庫に保管をして、厳重に管理をしていただく、このような運用を図っ

ていきたいと考えております。 

 雑駁ではございますが、説明は以上になります。 

【会  長】ご質問かご意見がありましたらどうぞ。 

【木もと委員】処理させる情報項目については、紙媒体となっておりますが、これを例えば、

リスト化をしたりですとか、電子媒体でのリスト化をしたり、そういうことはないという認識
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でよろしいでしょうか。 

【特命担当副参事】基本的には紙媒体での管理ということで、それを電子化するとか、そうい

ったことは、予定はしてございません。 

【木もと委員】分かりました。では、そうなると、逆に、コールセンター等々で受けた状態か

ら地域センターに出向くわけなので、そこで照合を行うということは、この紙媒体自体を携行

していくことになるのかなと思うのですけれども、そのあたりのセキュリティ対策はどうなの

でしょうか。教えていただければと思います。 

【特命担当副参事】説明が不十分で大変申し訳ございませんでした。紙媒体につきましては、

あくまでもコールセンターのみで管理をさせていただきます。そして、予約者の情報などにつ

いては出張の職員には一切説明せずに、あくまでも窓口に来たときに、予約者の管理番号をあ

らかじめ付番を教えておりますので、そこで照合をさせていただいて本人であることを確認す

るというような運用を図っておりまして、紙媒体を持ち運ぶとかというのは想定していないと

考えているところでございます。 

【木もと委員】分かりました。ありがとうございます。 

【会  長】ほかに、ご質問、ご意見ございますでしょうか。 

【伊藤委員】今の話でも若干気になったことがあったのですけれども、コールセンターに電話

が来たときに、その記録というのはメモを書くということになるのでしょうか。 

【特命担当副参事】おっしゃるとおりでございます。メモを書くということでございます。 

【伊藤委員】ありがとうございます。６００人ぐらいの人が実際に問い合わせてきて、それで

登録した情報を削除してほしいとか、変更してほしいというときに紙を管理するなど、そうい

う作業をしないといけないと思うのですが、それはそれで効率が悪いように感じます。 

【特命担当副参事】おっしゃるとおり、やはり６００人程度の方から予約を受け付けるという

ふうになりますと、そういった煩雑性というのが生まれてくる可能性は、私どもも確かに考え

ました。個人情報の全てを一番安全に管理できる方法は何かと考えた場合に、やはり紙の媒体

のみ、１つの紙媒体で管理をしていくというのが一番いいかなと思いまして、また、６００人

を受け付けるという話なのですけれども、１月から２月末までで、少しずつ予約を受け付ける

ということになりますので、その煩雑性は、少しは軽減できるのかなというふうには考えてお

ります。 

【伊藤委員】分かりました。ありがとうございます。結構、大変な印象というか、今どき紙で、

コールセンターをやるってちょっとどうなのかなというか、それこそ費用もかかって、費用の
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話は、今回はあまり関係ないと思うのですけれども、紙だから安全というわけでもないと思い

ますし、パソコンに１台でまとめて、それをオフラインにしたほうがむしろ計算とかもしやす

かったり、顧客満足度とかも高まるし、個人情報の管理も工夫して処理したほうがいいのでは

ないかなとも思ったので、このやり方で今日はいいのかもしれませんけれども、あまりにもや

り方が古いような、効率が悪いような気もするので、個人情報も安全だと特に思わないでいた

だきたいなとは思いました。以上です。 

【会  長】ほかに、ご質問かご意見はありますでしょうか。 

【川野委員】先ほどの紙媒体のご質問の内容に付随しているのですけれども、先ほどおっしゃ

ったところだと、地域センターでは、具体的に、受付番号を伝えることで本人と照合をしてと

いうことだったのですけれども、例えばご本人が覚えていないなど、やはり一般の市民だとい

うことで考えると、受付番号というのは電話口で伝えられたとしても、その番号を持っていけ

る方ばかりではないと思うのですけれども、そういう場合には、地域センターで例えば、「こ

ういう川野さんって人が来たんだけれども、この人は７時半からの予約ですか」とかも電話で

行ったほうが良いかもしれません。その際、本人の情報を取得したりとかということが現実に

生じるのでしょうか。それとも、実際、１時半の枠に来た方だから、お話伺いましょうという

感じで進めて行われるのか、そちらの、受付番号を伝えるということで本人照合ということだ

けだと、不十分なことが生じるのではないかなと思いまして、そこのところをお伺いしたいと

いうことです。 

【特命担当副参事】受付番号をおっしゃっていただくことで本人確認というところなのですけ

れども、やはり受付番号を忘れてしまった方も中にはいると想定しております。支援員は、一

応、コールセンターに連絡をとれる携帯電話を持っていくよう考えておりまして、そこで万が

一照合がとれないということでございましたら、出張職員が本人におつなぎしまして、確認を

していただくというような形で運用を図らせていただいて、やっていきたいと考えております。 

【川野委員】ありがとうございました。よく分かりました。 

【会  長】ほかに、ご質問かご意見ございますか。 

【松井委員】基本的な質問なのですけれども、地域センターで支援されるときに、住民の方が

マイナンバーカードを実際見せて、それを見ながら番号を入れたり、一緒に持ってという作業

にはならないのですか。 

【特命担当副参事】実際、申請をする際には、パソコンの画面を、ここを例えば、クリックし

てくださいとか、この情報はこのカードのここに記載してくださいですとか、そういった申請



 

 

11 

の支援をするという伴走型といいますか、一緒に支援をやっていくというような状況になりま

す。もちろん、個人情報に当たる部分については、職員は顔を伏せてやっていくというような

運用を考えております。そのため、マイナンバーカードも申請者にはご持参をしていただくと

いうようなことを考えております。 

【松井委員】では、住民の方が出して、「ここね」みたいな感じで、やはりご高齢の方が多い

と思うので、「どこなの、どこなの、この番号ね」みたいな感じに絶対になるとは思うのです

けれども、それはなるべく見ないようにというか、そういう指導というか、そういう対策でや

るしかないということですね。 

【特命担当副参事】おっしゃるとおりです。個人情報はあくまでも支援員が見ないという運用

でやらせていただきまして、今現在でも１階の本庁舎で支援員がそのような運用をしておりま

して、そういった研修などを通して、支援員が個人情報を見ないでやっていくことを今後もや

っていきたいと考えております。 

【松井委員】分かりました。ありがとうございます。 

【会  長】ほかにご質問かご意見ございますでしょうか。ないようでしたら、本件は、報告

事項ですから、了承ということでよろしゅうございますか。本件は、了承ということで終了い

たします。 

それでは、本日の諮問及び報告事項については、審議を終わりたいと思います。事務局から

何かご発言があればお願いします。 

【区政情報課長】本日はどうもありがとうございました。次回の審議会の日程でございますが、

１２月１５日木曜日、午後２時から予定しているところでございます。場所につきましては、

本庁舎５階の大会議室で予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

【会  長】委員の皆様で何か審議会のことについて、ご発言があればお聞きしてもよろしゅ

うございますが、何かご発言ありますか。 

ないようですので、以上をもちまして、第６回の審議会を閉会といたします。長時間ご苦労

さまでした。ありがとうございました。 

午後２時４１分閉会 


